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元私立保育園　保育士　石原　容子

BPピアサポーター実践記　  静岡県磐田市

BPファシリテーター、そしてピアサポーターへ…

とにかく楽しくやろう
　磐田市の私立保育園で保育士としてずっと働いて
いた私が、ある研修会を受けた時に、『BPプログラ
ム』を知り、なぜかとても興味を持ちました。2012
年に受講することができました。家の都合で早期退
職しましたが、退職後も、保育に関りたい気持ちも
あり、半日のパートで保育士をやりながら、BPの
事を園長たちにも伝えたりしていたのですが、なか
なか実施できずにいました。受講後３年目にやっと
実施でき、認定を頂くこともできました。その後は
だんだんと実施回数も増えてきました。しかし現在、
磐田市も出生人数はとても減ってきているため、市
内での実施回数や参加人数は減ってきているのが現
実です。
　BPを実施していつも感じるのは、『実施して良か
った！ 楽しかった!!』という事です。毎回ほとんど
「実施しての感想」の欄に書いたと思います。それ
と、参加者たちとの出会いにも感謝しています。か
わいい赤ちゃんや、若いママたちから、私はいつも
たくさんの元気や笑顔をもらっていると思うのです。
それが私の次の実施に、つながっています。
　そして、とにかく楽しくやろうと思いました。あ
まり時間や形にとらわれずに進めよう、言い忘れて
いたら、後から伝えればいい、間違えたら直せばい
いと、私も親と一緒で『完璧なんて無理』と思える
ようになったら、気持ちも楽になりました。

1人ファシリテーターは凄い事
　ピアサポーターとしては、2018年に声を掛けら
れてから実施しています。まだまだファシリテータ
ーとしても自信がないので戸惑ったのですが、分か
らなければ質問をしてくださいという事だったので、
自分のBP実施のためにもなるかなと思い受けたと
思います。私のこのようなサポートで良いのか、不
安ばかりでしたが、原田正文先生の『そこのサポー
トは良いですね！』と書いてくれたメールを見て、
嬉しくなり、だんだんとその気になってきました。
褒められると伸びるタイプなのかもしれません。自
分には経験ないことや考えていなかったようなこと
があると、サポートに困ってしまい、事務局にあれ

これと質問をして、教えていただいて何とか進めて
います。
　サポートを受けるファシリテーターのほとんどは、
初めて実施の方が多いのですが、２人ファシリテー
ターではなく、１人ファシリテーターが多いです。
私の場合、初回は２人で、経験者と組んで実施した
ので、かなりその方に助けられたと思っています。
そのため、初回から１人ファシリテーターで実施し
ていた方のサポートをする時には、それだけでも凄
い事だなと感心してしまいます。まずはそのことを
大いに褒めたくなります。

その方に合った対応を心がけて　
　初めのころを振り返ると、サポートはかなり堅苦
しいものだったように思います。今思うと、何でも
っとわかりやすい言葉で伝えなかったのか、型には
まっているな、と反省してしまいます。
　例えばBPを実施していると、いろいろな参加者
がいると分かっているのに、ファシリテーターにも
いろいろな方がいるという事をすっかり忘れてしま
い、そのファシリテーターに合った対応ができてい
なかったように思います。
　今はできるだけ、その方に合った対応をしようと
心がけています。事務局から教えていただいた事も
そのまま伝えるのではなく、私なりの言葉にかえて、
分かりやすくと心がけています。そしてファシリテ
ーターにも、思いや考えを聞いてから対応するよう
にしています。できるだけファシリテーターに寄り
添いながら、間違いは間違い、ダメなことはダメと
伝え、良いことや、うまくできたことは、大いに褒
め、認めたりして進めています。

置かれている環境のちがい
　メールのやりとりについては、サポートの返事に
しても、私の送ったサポートにきっちりと返事を書
いて送り返してくれる人、セッション記録にしっか
り追記してくれる人、訂正してくれる人、いくら伝
えても返事のない人等、いろいろですが、それはそ
れで良いと思えるようにもなりました。
　メールの通信環境面でも、個人のパソコンならば、
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いつでもやりとりできるのですが、職場のパソコン
だと使える時間等制限されるので、そこも難しいと
思うところです。そういった時に、自分のBPの実
施と重なってしまうと、なかなか時間を調整できな
い時もありましたが、それはそれで、はじめにお互
いの都合を確認してから、サポートをするように進
めています。

文章で伝えることの難しさ
　内容については文章で伝える事の難しさも痛感し
ています。私はこういうつもりでサポートしたのに、
ファシリテーターには違う意味に理解されてしまっ
たという事もあるので、できるだけ具体的に分りや
すく伝えるようにしているつもりです。反対にファ
シリテーターの記録を私が間違えてとらえているこ
ともあります。お互いの確認はとても大切ですが、
メールでのやりとりの時間があまりないので、なか
なか大変です。私自身パソコンがあまり得意ではな
いので、文章を打つのにかなり時間がかかってしま
い、今日サポートを送るつもりでいたのに、伝えた
いことをどのように書いたら分かってもらえるのか
と迷い、書ききれなくて翌日になってしまったとい
う時もあります。ファシリテーターからのメールが
夜中に送られてきたのを翌朝見た時には、さすがに
そんなに遅くまで頑張りすぎないようにしてくださ
いと書いたこともあります。中にはメールするとす
ぐに返事が来る時もあり、反対に私が焦ることもあ
りました。

楽しんで実施してください
　2023年後半くらいからサポートする時に『頑張
ってください！』と伝える事をやめようと思いまし
た。そしてその代りに、『楽しんで実施してくださ
い』と伝えるようにしています。初めての実施で、
頑張ろうと思っているのに、さらに追い打ちをかけ
るように、『頑張れ！』とは言えないと思うようにな
り、それよりも緊張していてなかなか無理だとは思
うのですが、ファシリテーターも少しでも楽しく実
施できたらいいなという私の願いを伝えるようにし
ました。『何が楽しく、それどころではない!!』とか、

『ピリピリしているのに??』と思うファシリテータ
ーもいるでしょうが、ほんの少しでも楽しめたらと
思って、あえて伝えています。中には『次回楽しみ
ます!!』と返事をくれる方もいるので、それを聞い
て私もほっとして、嬉しくなります。
　サポートしていて、ファシリテーターから、「わ

かりやすいサポートをありがとうございました」と
か「たくさんの気づきや学びがありました」「勇気づ
けられ心強く思います」などというメールが返って
きた時、又、間違いを指摘しても、しっかりと納得
して分かってくれた時には、本当にやっていて、良
かったなと思います。そして最後の事務局提出書類
が送付できた、という知らせを聞くと、ひとつ肩の
荷が下りたような感じにもなります。

サポートすることで気づくこと
　反省として、サポートが、今の私のBP実施にと
って、とても良い勉強になっていることは、間違い
ないと思うのです。１人で実施していることが多く
なると、気付かない事が多くなります。以前は、市
の施設で実施する場合は２人ファシリテーターでや
っていたので、お互いに刺激になり学びも多かった
のですが、コロナ以降は、ほぼ１人なので、自分の
やり方や進め方が当たり前になってしまうので怖い
ところもあります。1人でやっていると間違いにも
気づきませんが、サポートをすることで、見直しが
できますし、新しい気づきや、違う方法もあるのだ
と、沢山教えてもらっています。又、『ファシリテ
ーターは黒子に徹してください』『ガイドとテキス
トをしっかり読みましょう』『今から何のために何
をするのかを伝えましょう』『ファシリテーターも
楽しんで、実施してください』とファシリテーター
に伝えながらも、自分自身にも言い聞かせています。
サポートしながら、BPを実施することが最近多く
なっているので、良いことだと思っています。

これからの課題
　今後の課題として、最近、磐田市のファシリテー
ターが減ってきている事に、不安を感じていたので
すが、やっと市の方で動き出してくれ嬉しく思いま
す。若いファシリテーターの誕生を楽しみにしてい
ます。世代交代も大切なことだと思っているこの頃
です。
　BP2、BP3も磐田市や子ども園にも進めてはいる
のですが、なかなか実施には至りません。私にとっ
て次の課題です、どこまで
やれるかな…？ というと
ころです。
　BPのファシリテーター
もサポーターも私の元気の
源です。やれるところまで
頑張ります！
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